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条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
村
公
共
施
設
２
箇
所
を
次
の
と
お

り
指
定
し
ま
す
。

・
道
の
駅
自
然
体
感
し
む
か
っ
ぷ

　
団
体
名
〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
占
冠
・

　
　
　
　
　
村
づ
く
り
観
光
協
会
　

　
期
間
〜
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
３
年
間

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
団
体
名
〜
社
会
福
祉
法
人
　
占
冠

　
　
　
　
　
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
期
間
〜
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
１
年
間

第
２
回 

定 

例 

会

【
平
成
26
年
３
月
10
日・11
日・12
日・17
日
】

　
平
成
26
年
第
２
回
議
会
定
例

会
は
３
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
一
般
質
問
、
村
政
・
教
育

行
政
執
行
方
針
の
説
明
・
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例

の
改
正
や
平
成
25
年
度
各
会
計

補
正
予
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
各
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
13
日
の
予
算
特
別
委

員
会
に
付
託
し
、
審
査
・
可
決

し
ま
し
た
。

︵
傍
聴
　
10
日
３
人
、
11
日
０
人

　
　

　
　
12
日
０
人
、
17
日
０
人
︶

指
定
管
理
者
を
指
定

平成２６年度予算総額

32億2,760万円を議決
 （平成 25 年度比　11.79％増）

●小規模多機能型介護福祉施設整備に１億3,694万円計上（一般会計）

●上トマム地区の取水施設整備に１億5,053万円計上（簡易水道会計）

会　 計　 別 予 算 額 前年度対比

国民健康保険事業

村 立 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

歯 科 診 療 所 事 業

予 算 総 額

25億4,740万円

1億3,500万円

9,100万円

2億1,140万円

9,760万円

1億600万円

1,630万円

2,290万円

32億2,760万円

10.43％

1.50％

1.90％

85.44％

4.16％

▲4.50％

▲1.81％

0.44％

11.79％

一 般 会 計

平成26年度  各会計別予算

特
　
別
　
会
　
計

道
の
駅
自
然
体
感
し
む
か
っ
ぷ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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質
　
疑

質
　
疑

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
の
不
適
切

　
な
事
務
処
理
で
20
％

・
還
付
加
算
金
の
未
払
い
に
お
け
る

　
不
適
切
な
事
務
処
理
で
５
％

　
合
わ
せ
て
25
％
を
管
理
監
督
、
任

　
命
責
任
者
と
し
て
、
４
月
分
か
ら

　
減
額
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
起
立
採
決
の
結
果
は
次

　
の
と
お
り
で
す
。

・
賛
成
者

　
　
小
峰
・
長
谷
川
・
山
本

　
　
工
藤
・
木
村

　
本
条
例
の
期
限
を
平
成
29
年
３
月

ま
で
延
長
し
、
雇
用
支
援
の
期
間
を

１
年
間
か
ら
３
年
間
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　
本
条
例
の
期
限
を
３
年
間
延
長

し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
奨
励
事
業
の
人
員

要
件
﹁
定
住
世
帯
の
人
員
が
２
人
以

上
で
居
住
し
て
い
る
こ
と
﹂
を
削
除

し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
も
、
健
康

増
進
法
に
基
づ
き
、
各
種
が
ん
検
診

の
無
料
化
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
無
料
と
な
る
年
齢
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
村
担
当
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
り

一
般
家
庭
用
の
基
本
料
金
は
、
10
㎥

に
つ
き
一
ヵ
月
の
水
道
料
・
下
水
道

使
用
料
と
も
40
円
値
上
げ
に
な
り
ま

す
。

問
　
消
費
税
増
税
が
行
わ
れ
る
こ
の

時
期
に
値
上
げ
と
な
っ
た
理
由
を
説

明
し
て
下
さ
い
。
︵
山
本
議
員
︶

答
　
村
と
し
て
も
水
道
・
下
水
道
会

計
に
関
し
て
は
、
税
務
署
に
消
費
税

分
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
そ
の
分
値
上
げ
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
に
当
初
試
算
し
て
い

た
金
額
の
半
分
の
額
を
値
上
げ
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
平
成
26
年
度
で
残

り
の
半
分
を
値
上
げ
す
る
予
定
で
し

た
が
そ
れ
を
見
送
り
、
消
費
税
分
だ

け
の
値
上
げ
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
補
正
予
算

地
域
企
業
振
興
条
例
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

定
住
促
進
条
例
の
一
部
改
正

村
長
の
給
料
を
減
額

保
健
事
業
検
診
受
診
料
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

簡
易
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
の
一
部
改
正

平成25年度　補 正 予 算
〜 第２回定例会 〜

一般会計（第８回補正）　　 3,170万円減
  総額25億6,380万円⇒25億3,210万円

・過疎集落等自立再生対策事業　　  1,150万円増
・社会福祉協議会運営補助金　 　 　    880万円減
・農業・畜産各種補助金　　　　   　 937万円減
・道路関係工事費　 　　　　　　　　 971万円減
・職員費　　　　　　　　　 　　　 　228万円減

国民健康保険（第３回補正）　 200万円減
  総額１億3,470万円⇒１億3,270万円

・後期高齢者支援金の減など

村立診療所（第３回補正）　 　112万円減
  総額9,387万円⇒9,275万円

・臨時職員賃金の減など

公共下水道（第４回補正）　 　  80万円減
  総額9,960万円⇒9,880万円

・個別排水処理施設設置工事の減など

介護保険（第３回補正）　 　   160万円減
  総額１億1,160万円⇒１億1,000万円

・施設介護サービス等給付費の減など

後期高齢者（第２回補正）　 　   40万円減
  総額1,690万円⇒1,650万円

・広域連合納付金の減

歯科診療所（第３回補正）　 　  30万円減
  総額２,420万円⇒2,390万円

・医業費の減など

・
反
対
者

　
　
五
十
嵐
・
佐
野

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
国
の
過

疎
集
落
等
自
立
再
生
対
策
事
業
︵
繰

越
明
許
事
業
︶
を
増
額
し
た
が
、
各

種
事
業
終
了
に
伴
う
予
算
を
減
額
し

た
こ
と
か
ら
、
総
額
で
は
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

問
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進

調
査
の
内
容
は
。
︵
木
村
議
員
︶

答
　
昨
年
、
湯
の
沢
温
泉
で
薪
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
村
民
の

薪
と
し
て
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
も
の
で
す
。
委
託
先
は
、
占
冠

村
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
組
合
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業

は
繰
越
明
許
の
た
め
平
成
26
年
度
で

事
業
を
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
赤
石
秀
明
氏
を
引
き
続
き
、
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

(

任
期
は
３
年
で
す
。)

　
本
協
議
会
は
、
村
、
村
農
業
委
員

会
、
ふ
ら
の
農
協
な
ど
８
団
体
で
構

成
し
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を

円
滑
に
進
め
、
農
業
施
策
に
反
映
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
回
、
村
で
肉
牛
繁
殖
経
営
を
希

望
す
る
若
者
が
農
家
で
農
業
体
験
を

し
て
い
ま
す
が
、
新
規
就
農
者
と
し

て
適
正
か
ど
う
か
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
就
農
計
画
書
が
適
正
と
判
断

さ
れ
れ
ば
４
月
よ
り
実
習
生
と
し
て

承
認
し
、
実
習
費
、
研
修
費
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
３
年
間
の
実
習
後
に
新
規

就
農
者
と
な
る
予
定
で
す
。

※

繰
越
明
許
と
は
？

そ
の
年
度
内
に
事
業
が
終
了
し
な
い

見
込
み
と
な
っ
た
場
合
に
、
予
算
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
執
行
す
る
こ

と
で
す
。



・
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
の
不
適
切

　
な
事
務
処
理
で
20
％

・
還
付
加
算
金
の
未
払
い
に
お
け
る

　
不
適
切
な
事
務
処
理
で
５
％

　
合
わ
せ
て
25
％
を
管
理
監
督
、
任

　
命
責
任
者
と
し
て
、
４
月
分
か
ら

　
減
額
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
起
立
採
決
の
結
果
は
次

　
の
と
お
り
で
す
。

・
賛
成
者

　
　
小
峰
・
長
谷
川
・
山
本

　
　
工
藤
・
木
村

　
本
条
例
の
期
限
を
平
成
29
年
３
月

ま
で
延
長
し
、
雇
用
支
援
の
期
間
を

１
年
間
か
ら
３
年
間
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　
本
条
例
の
期
限
を
３
年
間
延
長

し
、
マ
イ
ホ
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ム
奨
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の
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要
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﹁
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﹂
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。
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検
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無
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ま
す
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な
お
、
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な
る
年
齢
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
村
担
当
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
り

一
般
家
庭
用
の
基
本
料
金
は
、
10
㎥

に
つ
き
一
ヵ
月
の
水
道
料
・
下
水
道

使
用
料
と
も
40
円
値
上
げ
に
な
り
ま

す
。

問
　
消
費
税
増
税
が
行
わ
れ
る
こ
の

時
期
に
値
上
げ
と
な
っ
た
理
由
を
説

明
し
て
下
さ
い
。
︵
山
本
議
員
︶

答
　
村
と
し
て
も
水
道
・
下
水
道
会

計
に
関
し
て
は
、
税
務
署
に
消
費
税

分
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
そ
の
分
値
上
げ
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
に
当
初
試
算
し
て
い

た
金
額
の
半
分
の
額
を
値
上
げ
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
平
成
26
年
度
で
残

り
の
半
分
を
値
上
げ
す
る
予
定
で
し

た
が
そ
れ
を
見
送
り
、
消
費
税
分
だ

け
の
値
上
げ
と
し
て
い
ま
す
。

○特定秘密保護法の廃止を求める意見書

　昨年12月に、特定秘密保護法が可決されました。

　同法は、人権を抑圧し、国家秘密を優先するなど、国民の権利を保障し、国家権力を抑制すると

いう立憲主義や民主主義を根底から覆す悪法であり、暗澹たる社会に導くもので、決して認めるわ

けにはいきません。強行採決直後の道内報道機関の世論調査でも、反対・慎重審議を含めると９割

にも達し、いかに本法律が国民に支持されていないかが明白です。

　したがって、国会での強行採決に抗議するものです。

○地方自治体の臨時・非常勤職員の待遇改善と雇用安定のための法改正に関する意見書

　現在、地方自治体は臨時・非常勤職員の労働を無くして一日たりとも回りません。

　つきましては、行政サービスの質の確保と、臨時・非常勤職員の待遇改善、雇用安定の観点か

ら、次の点について強く要望するものです。

①非常勤職員に期末手当や退職手当の支給を認めない地方自治法を改正すること。

②均等・均衡待遇を求めるパート労働法の趣旨を、臨時・非常勤等職員に適用させる法整備を図る

　こと。

○ＴＰＰ交渉等国際貿易交渉に係る意見書

①ＴＰＰ交渉に係る衆参両院農林水産委員会決議の遵守

　その決議が遵守できない場合は、TPP交渉から脱退すること。

②すべての国際貿易交渉における重要品目等の関税維持

　特に、「日豪ＥＰＡの交渉開始に関する件」を遵守すること。
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人人

事事

案案

件件

村
長
の
行
政
報
告

○
村
新
規
就
農
支
援
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催

・
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疎
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落
等
自
立
再
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事
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︵
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越
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事
業
︶
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し
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が
、
各

種
事
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終
了
に
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予
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を
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し

た
こ
と
か
ら
、
総
額
で
は
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少
と
な

り
ま
し
た
。
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計
】
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木
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答
　
昨
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、
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沢
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で
薪
ボ
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ラ
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し
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、
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の
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て
の
利
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ー
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で
す
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先
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冠

村
木
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イ
オ
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ス
生
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組
合
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業

は
繰
越
明
許
の
た
め
平
成
26
年
度
で

事
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を
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
赤
石
秀
明
氏
を
引
き
続
き
、
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

(

任
期
は
３
年
で
す
。)

　
本
協
議
会
は
、
村
、
村
農
業
委
員

会
、
ふ
ら
の
農
協
な
ど
８
団
体
で
構

成
し
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
を

円
滑
に
進
め
、
農
業
施
策
に
反
映
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
回
、
村
で
肉
牛
繁
殖
経
営
を
希

望
す
る
若
者
が
農
家
で
農
業
体
験
を

し
て
い
ま
す
が
、
新
規
就
農
者
と
し

て
適
正
か
ど
う
か
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
就
農
計
画
書
が
適
正
と
判
断

さ
れ
れ
ば
４
月
よ
り
実
習
生
と
し
て

承
認
し
、
実
習
費
、
研
修
費
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
３
年
間
の
実
習
後
に
新
規

就
農
者
と
な
る
予
定
で
す
。

農
業
研
修
の
よ
う
す


